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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 道 の 車 体 の 下 部 で あ っ て 、 線 路 の 頭 部 よ り 上 部 で 、 か つ 車 輪 が 走 行 す る と き 障 害 に な
ら な い 位 置 に 車 体 と 堅 牢 に 取 り 付 け ら れ る 構 造 体 よ り な る 耐 震 脱 線 防 止 ラ ッ チ 装 置 に お い
て 、 前 記 装 置 の 一 部 を な す 棒 状 の ラ ッ チ が 線 路 の 内 側 の 線 路 の 頭 部 の 近 傍 に あ っ て 、 車 輪
の フ ラ ン ジ が 走 行 す る 領 域 を そ の 領 域 よ り 線 路 の 底 面 に 向 か っ て 上 下 す る 構 造 で あ っ て 、
通 常 の 走 行 時 は 車 輪 の と 等 し い か 、 ま た は 前 記 フ ラ ン ジ の 先 端 よ り 上 部 に あ っ て
、 地 震 の 初 期 状 態 を 認 識 し 、 ま た は さ せ ら れ た 直 後 前 記 フ ラ ン ジ の 先 端 よ り 線 路 の 底 面
に 向 か っ て 下 部 に 前 記 ラ ッ チ の 先 端 が 展 伸 す る 構 造 で あ っ て 、 前 記 ラ ッ チ の 上 部 に 前 記 ラ
ッ チ の 回 転 を 可 能 に さ せ る 支 点 を 備 え 、 前 記 展 伸 し た 前 記 ラ ッ チ が 線 路 の 構 造 物 に 接 触 し
た 時 、 前 記 ラ ッ チ が 前 記 線 路 の 構 造 物 に 押 さ れ た 分 の 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 耐
震 脱 線 防 止 ラ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 動 力 源 を 自 己 で 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 震 脱 線 防 止 ラ ッ チ 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 は 以 下 の 特 徴 を 有 す る 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 １ に 記 載
し た 発 明 は 鉄 道 の 車 体 の 下 部 で あ っ て 、 線 路 の 頭 部 よ り 上 部 で 、 か つ 車 輪 が 走 行 す る と き
障 害 に な ら な い 位 置 に 車 体 と 堅 牢 に 取 り 付 け ら れ る 構 造 体 よ り な る 耐 震 脱 線 防 止 ラ ッ チ 装
置 に お い て 、 前 記 装 置 の 一 部 を な す 棒 状 の ラ ッ チ が 線 路 の 内 側 の 線 路 の 頭 部 の 近 傍 に あ っ
て 、 車 輪 の フ ラ ン ジ が 走 行 す る 領 域 を そ の 領 域 よ り 線 路 の 底 面 に 向 か っ て 上 下 す る 構 造 で
あ っ て 、 通 常 の 走 行 時 は 車 輪 の と 等 し い か 、 ま た は 前 記 よ り 上 部 に あ っ て 、 地 震
の 初 期 状 態 を 認 識 し 、 ま た は さ せ ら れ た 直 後 に 前 記 フ ラ ン ジ の 先 端 よ り 線 路 の 底 面 に 向 か
っ て 下 部 に 前 記 ラ ッ チ の 先 端 が 展 伸 す る 構 造 で あ っ て 、 前 記 ラ ッ チ の 上 部 に 前 記 ラ ッ チ の
回 転 を 可 能 に さ せ る 支 点 を 備 え 、 前 記 展 伸 し た 前 記 ラ ッ チ が 線 路 の 構 造 物 に 接 触 し た 時 、
前 記 ラ ッ チ が 前 記 線 路 の 構 造 物 に 押 さ れ た 分 の 回 転 す る こ と を 特 徴 と る 。
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　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 は 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 に 加 え て 動 力 源 を 自 己 で 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 。
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